
不一致情報への対応について①

不一致情報とは

不一致情報とは、出港前報告制度に基づき報告された積荷情報について、出港日時報告
（ＡＴＤ）業務又は積荷目録提出（ＤＭＦ）業務等を契機として、システムで報告期限超過等の
自動判定処理を実施し、報告内容に一定の不一致が認められた場合に、報告者に対して自
動的に配信される通知です。

このため、不一致情報が配信された場合には、通知された不一致情報の種類に応じ、次
頁以降に掲げる手順に従ってください。なお、不一致情報が配信されたことをもって、自動的
に事前通知（ＤＮＬ、ＤＮＵ、ＨＬＤ、ＳＰＤ）が実施されるものではありません。

不一致情報の種類

○出港日時報告（ＡＴＤ）業務を契機に通知される不一致情報

配信先：出港日時報告（ＡＴＤ）業務の報告者

１．不一致識別（ハウスＢ／Ｌ未登録）の不一致情報

２．不一致識別（マスターＢ／Ｌ未登録）の不一致情報

３．不一致識別（船舶情報不一致）の不一致情報

４．不一致識別（報告期限超過）の不一致情報

○積荷目録提出（ＤＭＦ）業務を契機に通知される不一致情報

配信先：積荷目録提出（ＤＭＦ）業務の報告者

５．不一致識別（出港前報告未済）の不一致情報

６．不一致識別（出港日時報告未済）の不一致情報 1



不一致情報への対応について②

配信された不一致情報の出力イメージ

ＡＴＤ業務等を契機
に通知される不一
致情報

ＤＭＦ業務等
を契機に通
知される不一
致情報
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不一致情報への対応について③

１．不一致識別（ハウスＢ／Ｌ未登録）の不一致情報

（１）不一致判定処理
出港前報告（ＡＭＲ）業務又は出港前報告訂正（ＣＭＲ）業務により、関連するハウスＢ／Ｌが存在するとして「マス

ターＢ／Ｌ識別」欄に「Ｍ」を登録した積荷情報の「Ｂ／Ｌ番号」と同一のが、出港前報告（ハウスＢ／Ｌ）（ＡＨＲ）業務

又は出港前報告訂正（ハウスＢ／Ｌ）（ＣＨＲ）業務により報告された積荷情報の「マスターＢ／Ｌ番号」欄に登録され

ていないことをシステム的に確認した場合には、『ハウスＢ／Ｌ未登録』の不一致として判定し、出港日時報告（ＡＴ

Ｄ）業務等を契機に通知します。

（２）基本的な対応手順
①不一致情報の配信を受けた出港日時報告（ＡＴＤ）業務等の報告者は、出港前報告（ハウスＢ／Ｌ）（ＡＨＲ）業務の

報告義務者に対して、出港前報告訂正（ハウスＢ／Ｌ）（ＣＨＲ）業務により、当該「マスターＢ／Ｌ番号」に関連する

ハウスＢ／Ｌに基づく積荷情報の報告を行うように要請してください。

②ハウスＢ／Ｌに基づく積荷情報が未報告として、税関からＳＰＤのコードを付した事前通知が通知された場合、当

該積荷の船卸しをしようとする者は、上記①によって、ハウスＢ／Ｌに基づく積荷情報が報告されたことを確認（又

は自らハウスＢ／Ｌに基づく積荷情報を報告）した上で、船卸許可申請（ＤＮＣ）業務を行ってください。

○出港日時報告（ＡＴＤ）業務等を契機に通知される不一致情報
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不一致情報への対応について④

２．不一致識別（マスターＢ／Ｌ未登録）の不一致情報

（１）不一致判定処理
出港前報告（ハウスＢ／Ｌ）（ＡＨＲ）業務又は出港前報告訂正（ハウスＢ／Ｌ）（ＣＨＲ）業務により報告された積荷情

報の「マスターＢ／Ｌ番号」と同一の番号が、出港前報告（ＡＭＲ）業務又は出港前報告訂正（ＣＭＲ）業務により報告

された積荷情報の「Ｂ／Ｌ番号」欄に登録されていないことをシステム的に確認した場合には、『マスターＢ／Ｌ未登

録』の不一致として判定し、出港日時報告（ＡＴＤ）業務等を契機に通知します。

（２）基本的な対応手順
①不一致情報の配信を受けた出港日時報告（ＡＴＤ）業務等の報告者は、出港前報告（ＡＭＲ）業務の報告義務者に

対して、出港前報告訂正（ＣＭＲ）業務により、当該「マスターＢ／Ｌ番号」の積荷情報を報告するよう要請してくださ

い。（出港日時報告（ＡＴＤ）業務等の報告者が、出港前報告（ＡＭＲ）業務の報告義務者である場合には、自ら当

該「マスターＢ／Ｌ番号」の積荷情報を報告してください。）ただし、出港前報告（ハウスＢ／Ｌ）（ＡＨＲ）業務の報告

義務者が「マスターＢ／Ｌ番号」欄に誤ったＢ／Ｌ番号を登録している場合には、出港前報告（ハウスＢ／Ｌ）（ＡＨ

Ｒ）業務の報告義務者に対して、正しいマスターＢ／Ｌ番号に訂正するよう要請してください。

②マスターＢ／Ｌに基づく積荷情報が未報告として、税関からＳＰＤのコードを付した事前通知が通知された場合、当

該積荷の船卸しをしようとする者は、上記①によってマスターＢ／Ｌに基づく積荷情報が報告されたことを確認（又

は自らマスターＢ／Ｌに基づく積荷情報を報告）した上で、船卸許可申請（ＤＮＣ）業務を行ってください。

○出港日時報告（ＡＴＤ）業務等を契機に通知される不一致情報
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不一致情報への対応について⑤

３．不一致識別（船舶情報不一致）の不一致情報

（１）不一致判定処理

出港前報告（ＡＭＲ）業務又は出港前報告訂正（ＣＭＲ）業務により報告された積荷情報と出港前報告（ハウスＢ／Ｌ）（ＡＨＲ）業務又は

出港前報告訂正（ハウスＢ／Ｌ）（ＣＨＲ）業務により報告された積荷情報の船舶情報（「船舶コード」、「航海番号」、「船会社コード」、「船

積港コード」及び「船積港枝番」）について登録内容が一致していないことをシステム的に確認した場合には、『船舶情報不一致』の不一

致として判定し、出港日時報告（ＡＴＤ）業務等を契機に通知します。

※ ただし、トランシップ等による船舶情報の変更予定があり、変更後の船舶情報が不明な場合で、出港前報告（ハウスＢ／Ｌ）（ＡＨＲ）業務又は出

港前報告訂正（ハウスＢ／Ｌ）（ＣＨＲ）業務で報告されたハウスＢ／Ｌに基づく積荷情報の報告を行う際、「船舶情報変更予定有識別」欄に「Ｙ」を

入力している場合には、『船舶情報不一致』として判定されません。

（２）基本的な対応手順

①不一致情報の配信を受けた出港日時報告（ＡＴＤ）業務等の報告者は、誤った報告をした出港前報告（ＡＭＲ）業務又は出港前報告

（ハウスＢ／Ｌ）（ＡＨＲ）業務の報告義務者に対して、出港前報告船舶情報訂正（ＣＭＶ）業務による正しい船舶情報への変更等の対

応をするよう要請して下さい。（出港日時報告（ＡＴＤ）業務等の報告者が、出港前報告（ＡＭＲ）業務の報告義務者である場合には、

自ら対応するか又は出港前報告（ハウスＢ／Ｌ）（ＡＨＲ）業務の報告義務者に対応を要請してください。）

②マスターＢ／Ｌ又はハウスＢ／Ｌに基づく正しい積荷情報が未報告であるとして、税関からＳＰＤのコードを付した事前通知が通知され

た場合、当該積荷の船卸しをしようとする者は、上記①による適切な対応がされたことを確認した上で、船卸許可申請（ＤＮＣ）業務を

行ってください。

○出港日時報告（ＡＴＤ）業務等を契機に通知される不一致情報
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不一致情報への対応について⑥

４．不一致識別（報告期限超過）の不一致情報

（１）不一致判定処理
出港前報告（ＡＭＲ）業務又は出港前報告（ハウスＢ／Ｌ）（ＡＨＲ）業務を実施した報告日時（ＮＡＣＣＳの受理日時）

と出港日時報告（ＡＴＤ）業務で報告された出港日時を比較して、報告期限までに積荷情報が報告されていないこと

をシステム的に確認した場合には、『報告期限超過』の不一致として判定し、出港日時報告（ＡＴＤ）業務等を契機に

通知します。

※ ただし、運送契約の変更等により分割又は統合若しくは切替が行われて「出港前報告Ｂ／Ｌ関連付け（ＢＬＬ）」業務により変更後B/L番号として

登録された「変更後Ｂ／Ｌ番号」の積荷情報に対する上記不一致判定処理は、「変更前Ｂ／Ｌ番号」の積荷情報の報告日時（ＮＡＣＣＳ受理日

時）と出港前報告（ＡＴＤ）業務で報告された出港日時を比較して行われます。

（２）基本的な対応手順
①不一致情報の配信を受けた出港日時報告（ＡＴＤ）業務の報告者等は、出港日時報告（ＡＴＤ）業務で登録した出港

日時情報（「出港年月日」、「出港時分」、「グリニッジ標準時差分」及び「緩和措置対象地域識別」）の登録内容に

誤りがある場合には、出港日時報告（ＡＴＤ）業務により、訂正報告を行ってください。

②オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌ又はハウスＢ／Ｌに基づく積荷情報が報告遅延として、税関からＳＰＤのコードを付し

た事前通知が通知された場合、当該積荷の船卸しをしようとする者は、船卸許可申請（ＤＮＣ）業務を行ってくださ

い。

○出港日時報告（ＡＴＤ）業務等を契機に通知される不一致情報
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不一致情報への対応について⑦

５．不一致識別（出港前報告未済）の不一致情報

（１）不一致判定処理
入港前報告制度（積荷目録情報登録（ＭＦＲ）業務及び積荷目録提出（ＤＭＦ）業務）により報告が行われた積荷情報のＢ／Ｌ番号と同

一の番号が、出港前報告（ＡＭＲ）業務又は出港前報告訂正（ＣＭＲ）業務により報告が行われた積荷情報の「Ｂ／Ｌ番号」欄に登録され

ていないことをシステム的に確認した場合には、『出港前報告未済』の不一致として判定し、積荷目録提出（ＤＭＦ）業務等を契機に通知

します。

※ ただし、運送契約の変更等により分割又は統合若しくは切替が行われたため、出港前報告制度により報告された積荷情報と異なるＢ／Ｌ番号

で、入港前報告制度による積荷情報の報告を行った場合は、「出港前報告Ｂ／Ｌ関連付け（ＢＬＬ）」業務を実施することにより、「変更後Ｂ／Ｌ番

号」として登録した入港前報告制度により報告した積荷情報に対する上記不一致判定処理は、『出港前報告未済』の不一致と判定されなくなり

ます。

（２）基本的な対応手順
①不一致情報の配信を受けた積荷目録提出（ＤＭＦ）業務等の報告者は、出港前報告（ＡＭＲ）業務の報告義務者に対して、出港前報

告（ＡＭＲ）業務又は出港前報告訂正（ＣＭＲ）業務により、『出港前報告未済』の不一致として判定された「オーシャン（マスター）Ｂ／

Ｌ番号」の積荷情報を報告するように要請してください。（積荷目録提出（ＤＭＦ）業務等の報告者が、出港前報告（ＡＭＲ）業務の報告

義務者である場合には、自らオーシャン（マスター）Ｂ／Ｌに基づく積荷情報を報告してください。）

②オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌに基づく積荷情報が未報告として、税関からＳＰＤのコードを付した事前通知が通知された場合、当該積

荷の船卸しをしようとする者は、上記①によってオーシャン（マスター）Ｂ／Ｌに基づく積荷情報が報告されたことを確認（又は自らオー

シャン（マスター）Ｂ／Ｌに基づく積荷情報を報告）した上で、船卸許可申請（ＤＮＣ）業務を行ってください。

○積荷目録提出（ＤＭＦ）業務等を契機に通知される不一致情報
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不一致情報への対応について⑧

６．不一致識別（出港日時報告未済）の不一致情報

（１）不一致判定処理
出港前報告（ＡＭＲ）業務又は出港前報告訂正（ＣＭＲ）業務により報告された積荷情報について、出港日時報告

（ＡＴＤ）業務が行われていないことをシステム的に確認した場合には、『出港日時報告未済』の不一致として判定し、

積荷目録提出（ＤＭＦ）業務等を契機に通知します。

（２）基本的な対応手順
不一致情報の配信を受けた積荷目録提出（ＤＭＦ）業務等の報告者は、出港前報告（ＡＭＲ）業務の報告義務者に

出港日時報告（ＡＴＤ）業務により、速やかに未実施の出港日時報告を行うよう要請してください。（積荷目録提出（Ｄ

ＭＦ）業務等の報告者が、出港前報告（ＡＭＲ）業務の報告義務者である場合には、自らＡＴＤ業務を実施してくださ

い。）

○積荷目録提出（ＤＭＦ）業務等を契機に通知される不一致情報
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※ なお、出港日時報告未済不一致が通知されたにも関わらず、出港日時報告（ＡＴＤ）業務を実施しなかった場合には、出港日時の報

告を義務付けられている積荷目録提出（ＤＭＦ）業務の報告者に対して、罰則が適用されることがあります。



（参考）主な不一致事例について

○主な不一致事例

9

以下に主な不一致事例を例示しますので、これらを参考に適切な報告をお願いいたします。

①マスターＢ／Ｌ番号の入力誤りによる不一致

・ＮＡＣＣＳ用船会社コードが重複入力されたことにより不一致となった事例
ＡＭＲ：ＡＢＣＤ×××○○○
ＡＨＲ：ＡＢＣＤＡＢＣＤ×××○○○

・ＮＡＣＣＳ用船会社コードの相違により不一致となった事例
ＡＭＲ：ＡＢＣＤ×××○○○
ＡＨＲ：ＷＸＹＺ×××○○○

・枝番の適用誤りにより不一致となった事例
ＡＭＲ：ＡＢＣＤ×××○○○
ＡＨＲ：ＡＢＣＤ×××○○○１

（１）船会社と利用運送事業者が報告した積荷情報のマスターＢ／Ｌ番号が相違したことによる
不一致情報が発生しています。具体的には、次のような事例が多く見受けられますので、ご
注意ください。
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（２）出港前報告時のマスター（オーシャン）Ｂ／Ｌ番号と入港前報告時のマスター（オーシャ
ン）Ｂ／Ｌ番号が異なることにより、出港前報告未済不一致が発生しています。具体
的には、次のような事例が多く見受けられますので、ご注意ください。

・出港前報告時と入港前報告時でＢ／Ｌ番号の入力が相違していることにより不一致となった報
告例

出港前報告時Ｂ／Ｌ番号 入港前報告時Ｂ／Ｌ番号 Ｂ／Ｌ番号不一致箇所

XXXXABCD1234 ABCD1234 先頭4桁に船会社コード付与

ABCD1234 EFGH5678 Ｂ／Ｌ番号が全く異なる

ABCDI234 ABCD1234 数字の「1」とアルファベットの「I」
が混同

LMNO1234 LMN01234 数字の「0」とアルファベットの「O」
が混同

VXYZ99987 VXYZ9987 連続する数字の誤入力

VXYZ9987A VXYZ9987 末尾に文字が追加

（参考）主な不一致事例について
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・船積港枝番適用誤りにより不一致となった事例
ＡＭＲ：入力なし
ＡＨＲ：「１」を入力

船積港枝番については、同一航海で同一港に複数回寄港する場合のみ入力してください。
（同一港に2回入港する場合は「1」を入力する。）

詳細については「出港前報告制度の導入について（手引き）」の別紙８及び別紙10の入力
項目表をご覧ください（下記URL参照）。

税関HP： http://www.customs.go.jp/news/news/advance5_j/annex.htm

②船舶情報の入力誤りによる不一致

船会社と利用運送事業者が報告した積荷情報の船舶情報（船舶コード、航海番号、船会社コー
ド、船積港コード及び船積港枝番）が相違したことによる不一致情報が発生しています。具体的
には、次のような事例が見受けられますので、ご注意ください。

・船舶コードの入力誤りにより不一致となった事例
ＡＭＲ：信号符字を入力
ＡＨＲ：ＩＭＯ番号や船名を入力

船舶コード欄にはＩＭＯ番号や船名ではなく、信号符字（コールサイン）を入力してくだ
さい。

（参考）ＮＡＣＣＳに登録されている船舶コード
https://bbs.naccscenter.com/naccs/dfw/web/system/code/scac-code.html

なお、ＮＡＣＣＳに登録されていない船舶コードを入力する場合は、「船舶コード」のほ
か、「積載船名」及び「船舶国籍コード」の入力が必須となります。詳細については業務仕
様書をご参照ください。

（参考）主な不一致事例について
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・航海番号の入力誤りにより不一致となった事例
次のよう事例が多く見受けられましたので、船会社と利用運送事業者との間で情報共有を

図り、適切に航海番号を報告してください。
① ＡＭＲ：１１１１ ／ ＡＨＲ：Ｖ１１１１
② ＡＭＲ：２２２Ｎ ／ ＡＨＲ：２２２
③ ＡＭＲ：００３３３ ／ ＡＨＲ：３３３

（参考）主な不一致事例について

③マスターＢ／Ｌ識別の入力誤りによる不一致

ＡＭＲ業務のマスターＢ／Ｌ識別欄に「Ｍ」が入力されず、貨物差異の不一致となった事例が
ありました。マスターＢ／Ｌに基づく積荷情報の報告者は、関連するハウスＢ／Ｌの報告の有無
を確認し、適切な報告をしてください。

なお、貨物差異の不一致の場合は、出港前報告一覧照会（ＩＭＬ）業務の照会結果において、
該当Ｂ／Ｌの「貨物差異」欄に「＊」が出力されます。

④ハウスＢ／Ｌ報告完了識別の入力漏れによる不一致

ＡＨＲ業務又はＣＨＲ業務のハウスＢ／Ｌ報告完了識別欄に「Ｅ」が入力されず、ハウスＢ／
Ｌの報告が完了していない旨の不一致となった事例が多く見受けられました。ハウスＢ／Ｌに基
づく積荷情報の報告者は、マスターＢ／Ｌ単位で関連するハウスＢ／Ｌの報告が完了した場合に
は、ＡＨＲ業務又はＣＨＲ業務でハウスＢ／Ｌ完了識別欄に「Ｅ」を確実に入力してください。


